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２
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関
数
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Ⅰ  1次関数 y x x2 1 1 2E E= - -^ h の値域と最大値・最小値を求めよ。

Ⅱ  次の関数に最大値・最小値があれば，それを求めよ。

y xx 23 5 6E E=- + -^ h

Ⅲ  次の関数の値域を求めよ。また，最大値・最小値があれば，それを求めよ。

y x x13 11= + ^ h

2

1-02- ｶ -21966-003 22 高 1チャレンジ数学 003　問題 4頁 ＣＫ新組
12/21
下村 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
- 1-02- ｶ -21966-003 22 高 1チャレンジ数学 003　問題 5頁 ＣＫ新組

12/21
下村 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P004-005_011221MM04030AA004-00501.indd   5 2021/12/23   14:21

4

定着演習　２次関数①
目標時間

50
重要 30 分
標準 10 分
応用 10 分分

重要基本問題

Ⅰ  関数 f x x3 1= -^ h  について，次の値を求めよ。

⑴　 f 0^ h ⑵　 f 2-^ h

Ⅱ  関数 f x x x 52= - +^ h  について，次の値を求めよ。

⑴　 f 2^ h ⑵　 f a^ h

Ⅲ  関数 f x x5 1=- +^ h  について，次の値を求めよ。

⑴　 f a 1+^ h ⑵　 f a 1-^ h
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２
次
関
数
①

2

   関数の定義域は xのと
りうる値の範囲，値域
は yのとりうる値の範
囲！

定義域とは，変数 xのとりうる値の範
囲である。
1次関数の値域はグラフをかくことで求
められる。

A

Ⅰ 　y x x2 1 1 2E E= - -^ h のグラフは，　

　右の図の実線部分である。
　その値域は， y3 3E E-  ……（答） 
　最大値は　3 （ x 2=  のとき） ……（答）
　最小値は　-3 （ x 1=-  のとき） ……（答）

Ⅱ 　y x x3 5 6 2E E=- + -^ h のグラフは，　

　右の図の実線部分である。
　その値域は， y1 23E E-  

　最大値は　23 （ x 6=-  のとき） ……（答）
　最小値は　 1-  （ x 2=  のとき） ……（答）

Ⅲ 　y x x3 1 11= + ^ h のグラフは，　

　右の図の実線部分である。
　その値域は，y 41  ……（答） 

　最大値・最小値は　ともにない ……（答） 
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≦か<かに注意

A

最大値・最小値がない場合がある

B yがいくらでも小さくなるとき
は最小値はない
値域は，y 41  で，yの値は 4を含ま
ない。このようなときは，最大値は存
在しない。
また，yの値はいくらでも小さい値をと
るので最小値は存在しない。
「最大値・最小値はともにない」を答え
として明記する。

B

1-02- ｶ -21966-003 22 高 1チャレンジ数学 003   KK 10 頁 ＣＫ新組
12/21
谷口 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
- 1-02- ｶ -21966-003 22 高 1チャレンジ数学 003   KK 11 頁 ＣＫ新組

12/21
谷口 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P010-011_011221MM04030KK010-01101.indd   11 2021/12/22   15:49

10

1

   f a^ h は f x^ h の式の x
に aを代入した値にな
る！

例えば f 0^ h は f x^ h の式の xに 0を
代入した値。
一般に， f a^ h は f x^ h の式の xに aを
代入した値となる。

A

Ⅰ 　 f x x3 1= -^ h 　において， 

⑴　 f 0 3 0 1 1$= - =-^ h 　……（答）
⑵　 f 2 3 2 1 6 1 7$- = - - =- - =-^ ^h h 　……（答） 

 

Ⅱ 　 f x x x 52= - +^ h 　において， 

⑴　 f 2 2 2 5 4 2 5 72= - + = - + =^ h 　……（答）
⑵　 f a a a 52= - +^ h 　……（答） 

Ⅲ 　 f x x5 1=- +^ h 　において， 

⑴　 f a a1 5 1 1+ =- + +^ ^h h  

　　　　　  a a5 5 1 5 4=- - + =- - 　……（答） 

⑵　 f a a1 5 1 1- =- - +^ ^h h  

　　　　　  a a5 5 1 5 6=- + + =- + 　……（答）

A
⎫
⎬
⎭

A
⎫
⎬
⎭

B

符号に注意

B

符号に注意

f（aについての式）は f x^ h の
式の xに aについての式をそ
のまま代入する！
f x x5 1=- +^ h  のときに f a 1+^ h を求
めるには， x5 1- +  の xの部分にその
まま a 1+^ h を代入しよう。
^ h をつけて代入するとミスが少なく 

なる。

B
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